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1 まえがき

照明機能と通信機能を両立する可視光通信の光強度変
調方式として, 3色 RGB-LEDを用いたデジタル制御型
CSK (DCSK) 方式が検討されている. このDCSK方式
は, 3色の発光強度比を変化することで信号点を表現す
ることが可能であり, さらに情報送信時に使用するM 個
の信号点の選び方により誤り率性能だけでなく, 人間の
目が認識する色 (ターゲットカラー) が変化する. 本稿
では, この M 値 DCSK方式のターゲットカラー制御法
[1]に着目し, DCSK方式の実験評価系を作製すること
で, 信号点選択に応じたターゲットカラーの色温度と誤
り率性能について実験的に評価を行う.

2 システム構成
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図 1 システムモデル
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図 2 送信信号と信号点間距離

図 1にシステムモデルを示す. DCSK方式は, 赤, 青,

緑の発光強度比 (PR, PG, PB) を変化させることで情報
を表現し, このとき各発光強度の総和 (PR + PG + PB)

はちらつき軽減のために常に一定となる. DCSK 方式
ではこの発光強度比を複数N 個の RGB-LEDを協調し
てオンオフ制御することで表現するため, N = 3 個の
RGB-LEDを用いた場合, 10個の信号点を生成すること
ができる [1]. 本稿では, この内, M = 4個の信号点を,

信号点間距離が最大となる (従来方式) , ターゲットカ
ラーの色温度がそれぞれ 2000K, 3000Kとなる (提案 1,

提案 2) ように選択した際 (図 2) のターゲットカラーの
色温度と誤り率性能について評価を行う. これらの信号
点選択時の平均信号点間距離Dave を図 2に示す.

3 色温度とシンボル誤り率
本評価系 3では, 通信速度 2Mbps (変調帯域幅 1MHz)

,送受信機間の垂直距離 1mとし,送信機の真下からRcm

ずらした際の SERについて評価を行う.
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図 3 セットアップ

実験結果より, 従来方式, 提案 1, 提案 2, の R = 0時
の色温度はそれぞれ 5644K, 2063K, 3108Kとなった. 図
2, 図 4より, 従来方式と比較してターゲットカラーを制
御することにより信号点間距離が近づき, 誤り率が劣化
していることがわかる．

図 4 受信機の位置に対する各色温度の SER

4 まとめ
DCSK方式ターゲットカラー制御法の照明性能と SER

の実験的評価を行った. その結果, ターゲットカラーを
変更できることが確認できたが, 通信性能の劣化が見ら
れた.
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